
 
 
 
 
昨年（平成28年）､対前年比で1割も増加した刈谷労働基準監督署管内（刈谷･高浜･碧南･知立･安城

市）の労働災害の発生状況は､今年に入ってからも増加傾向に歯止めがかかっておらず､8月末時点で
269件と昨年のペースを8件も上回る状況となっており､非常事態と言っても過言ではありません。 
特に､食料品製造業が+14件（対前年比2倍以上）と増加が顕著であり､製造業以外では、建設業、

運送業､第三次産業において､目標の3割から7割増で推移しており､目標達成に向けては更なる削減を
しなければなりません。 
災害の内容をみると､近年多く発生している転倒災害では、通路等におけるつまづき･滑りが目立ちます。

また、転倒災害とほぼ同じ割合で墜落・転落災害が発生しており、脚立やはしご､階段からの墜落・転落
が多く見られます。動力機械等によるはさまれ・巻き込まれ災害も依然として多く発生しており、この3つの
災害で全災害の過半数を占めています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

□ 通路等に物を放置していませんか？  

□ 滑りの原因となる床の水たまりや油等は､その都度取り除いていますか？  

□ ポケットに手を入れたまま歩いていませんか？  
□ はしごや脚立を使わない､より安全な作業方法はないですか？  
□ はしごはしっかり固定しましたか？  
□ 荷物を持ったまま､はしごや脚立､階段を昇降していませんか？  

□ 清掃や調整､異常時等には機械を止め､機械が完全に停止していること
を確認してから作業を行っていますか？  
□ 作業標準の作成・遵守､安全衛生教育は確実に実施されていますか？  

 
『災害ゼロは実現できる』との信念の下､事業者､労働者､すべての関係者が共通認識を持ち､経営トップは

強いリーダーシップを発揮し､労働者は常に結果を考えた行動を実践することによって､組織として安全文化･

健康文化を構築し､ 『誰もが安心して､安全に､健康で働くことができる職場』 を実現しましょう｡ 
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その作業､安全ですか？  

労働災害が多発しています! 刈谷労働基準 
監督署管内での 

STOP! 


